
●日本学術会議アドバイザー等について 

 

平 成 ２ ３ 年 ９ 月 １ 日 

日本学術会議第１３３回幹事会決定 

 

 日本学術会議に以下のアドバイザーを置くことができる。 

 

１．日本学術会議アドバイザーについて 

（１）会長又は副会長は、日本学術会議の活動に助言を行う者として、会員又は連携会員

の中から、日本学術会議アドバイザーを会長に推薦することができる。ただし、特に

必要と認められる場合には、会員又は連携会員以外の者で、優れた研究又は業績を有

する者の中から日本学術会議アドバイザーを推薦することができる。なお、幹事会に

提案する前に、本人の内諾を得ておくこと。 

（２）会長は、推薦を踏まえて、幹事会の承認を得て、日本学術会議アドバイザーを委嘱

する。 

（３）会長が推薦する者は 6 名以内、副会長が推薦する者は 9 名以内とし、任期は委嘱を

した期の期末を超えないものとする。 

 

２．日本学術会議外国人アドバイザーについて 

（１）会長、副会長又は各部は、日本学術会議の審議に協力する者として、優れた研究又

は業績を有する外国人を日本学術会議外国人アドバイザーとして会長に推薦すること

ができる。ただし、国際会議等への代表派遣を目的とする外国人アドバイザーの推薦

を行う際は、国際委員会による審査を経て、会長に推薦するものとする。なお、幹事

会に提案する前に、本人の内諾を得ておくこと。 

（２）会長は、推薦を踏まえて、幹事会の承認を得て、日本学術会議外国人アドバイザー

を委嘱する。 

（３）日本学術会議外国人アドバイザーは 9 人程度とし、任期は委嘱をした期の期末を超

えないものとする。ただし、国際会議等への代表派遣を目的とする外国人アドバイザ

ーの任期は、派遣準備から出張報告提出までの必要最小限の短期間に限定することと

する。 

（４）なお、外国人アドバイザーについては、国際会議等に代表派遣される場合を除いて、

当分の間、その任務に対する海外渡航旅費を支給しない。 

 

３．幹事会への出席について 

日本学術会議アドバイザー及び日本学術会議外国人アドバイザーは、会長の求めに応じ



て幹事会に出席し、意見を述べることができる。 

 

４．その他 

日本学術会議アドバイザー又は日本学術会議外国人アドバイザーの推薦は、別紙様式

により行うものとする。 

 

附 則 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 

附 則（平成２６年９月１９日日本学術会議第２０１回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 

附 則（平成２６年１２月２６日日本学術会議第２０６回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 

附 則（平成２８年６月２４日日本学術会議第２３０回幹事会決定） 

１ この決定は、決定の日から施行する。 

２ 現在、会長アドバイザーに指名されている者については、改正後の１の規定を満た

しているため、日本学術会議アドバイザーとして承認されたものとみなす。 

 

附 則（平成２９年２月２４日日本学術会議第２４２回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 

附 則（平成２９年１２月２２日日本学術会議第２５８回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 

附 則（平成３１年４月２４日日本学術会議第２７７回幹事会決定） 

 この決定は、元号を改める政令（平成３１年政令第１４３号）の施行の日から施行する。 

 

附 則（令和３年２月２５日日本学術会議第３０８回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 

 



 様 式 １  
                                     

（   日  付  ） 

日本学術会議会長         

   〇〇 〇〇  殿 

          〇〇 〇〇 

 

 以下のとおり、表２の者を日本学術会議アドバイザーまたは日本学術会議外国人ア

ドバイザーの候補者として推薦します。     

          

    

（表１）参画する期間等   

任 期 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

備 考  

 注)国際会議への代表派遣の場合は詳細について備考に記載。   

       

（表２）日本学術会議アドバイザーまたは日本学術会議外国人アドバイザー候補者 

氏名 国籍 年齢 性別 現 職 専門分野 

      

      

 

（表３）選考要件についての説明 

氏 名 理 由 説 明  

  

 

 

  

 

 

 

 

注)（様式２）日本学術会議アドバイザー等候補者推薦書も添付すること。 

※国際会議への代表派遣の場合は表３の記入及び様式２の提出不要。 



様 式 ２

１．推薦者が記入する項目

 … 必須入力項目です

あなた(推薦者)の氏名

推薦理由 ※ 全角500文字以内で記入してください。この枠いっぱいでほぼ500文字です。 (参考) 現在、約 文字です。

２．候補者が記入する項目

 … 必須入力項目です

 … どれかひとつは入力してください

※[男][女]から選択してください。

※全角ひらがな 就任時 歳 (自動計算)

※全角ひらがな

※通常使用している氏名と戸籍名が異なる場合のみ記入してください。 <姓><名>のどちらかが異なる場合でも、<姓><名>の両方を入力してください。

候補者の日本学術会議での現職／非現職区分

である

＜ 自宅 ＞ ＜ 勤務先 ＞

※ハイフン区切り半角数字 ※ハイフン区切り半角数字

所在地（市区町村以下）: 所在地（市区町村以下）:

建物等名: 建物等名:

※ハイフン区切り半角数字 ※ハイフン区切り半角数字

※ハイフン区切り半角数字 ※ハイフン区切り半角数字

※自宅又は勤務先の「電話番号」「FAX番号」「E-mail」のうち、確実に連絡が取れるものを選んで入力してください。

に連絡する ※[自宅][勤務先]から選択してください。

＜ 主要な学歴および学位を３件以内で記入してください ＞

学歴･学位の内容

※西暦4桁（半角数字） ※1～12の半角数字

学歴･学位２:

学歴･学位３:

年 月

学歴･学位１:

E-mail: E-mail:

優先する連絡先:

内線番号:

FAX番号: FAX番号:

電話番号: 電話番号:

郵便番号: 郵便番号:

都道府県: 都道府県:

勤務先名:

勤務先での職名:

※特定の勤務先がない場合は、自宅住所を記入してください。

戸籍名:

ふりがな:

性別:

ふりがな: 生年月日:

＜ 姓 ＞ ＜ 名 ＞
氏名:

日本学術会議アドバイザー等候補者推薦書

0

半角で、西暦4桁／月／日形式で入力してください。



様 式 ２

＜ 主要な職歴を現職から順に遡って７件以内で記入してください ＞

職歴の内容

※西暦4桁（半角数字） ※1～12の半角数字

※ こちらに記入した内容が、名簿記載上の職名になります。

＜ 専門分野（ [科学研究費助成事業（科研費）] の審査区分表の中から相当する小区分名）を３件以内で入力してください ＞
（小区分名は「科研費審査区分表」シート参照）

※科研費を受け取っていない場合でも、該当すると思われる専門分野を入力してください。

＜ 主要な研究内容を３件以内で記入してください ＞

＜ 所属している国内の学会の名前を３件以内で記入してください ＞

＜ 所属している海外の学会の名前を３件以内で記入してください ＞

＜ 主要な学術論文、著書、特許等の学術的業績を５件以内で記入してください ＞

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）発行年､開催年又は取得年:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

発行年､開催年又は取得年:

業績２:

業績１:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

国際所属学会名１:

国際所属学会名２:

国際所属学会名３:

国内所属学会名１:

国内所属学会名２:

国内所属学会名３:

研究内容１:

研究内容２:

研究内容３:

専門分野(科研費審査区分)２: ※ #N/A と表示された場合は<小区分名>が誤りです。

専門分野(科研費審査区分)３: ※ #N/A と表示された場合は<小区分名>が誤りです。

現職名･名簿記載職名:

<小区分名> <小区分の説明 >
専門分野(科研費審査区分)１: ※ #N/A と表示された場合は<小区分名>が誤りです。

職歴６　:

職歴７　:

職歴４　:

職歴５　:

職歴２　:

職歴３　:

年 月

職歴１　:



様 式 ２

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

※[学術論文][著書][産業財産権]から選択してください。

▼ 項目名は上記の選択に応じて変化します。

※西暦4桁（半角数字）

＜ 主要な受賞歴を３件以内で記入してください ＞

賞名 授賞機関

※西暦4桁（半角数字）

 ★候補者は、入力漏れなどがないか内容をご確認の上、このファイルを保存して、推薦者に返送してください。

 ★推薦者は、候補者から返送されたファイルをご確認の上、日本学術会議事務局企画課審査係まで送付してください。

受賞歴２:

受賞歴３:

発行年､開催年又は取得年:

受賞年

受賞歴１:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

発行年､開催年又は取得年:

業績５:

業績４:

著者名又は発明者名:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

標題､書名又は
産業財産権の名称:

雑誌名､出版社又は
会議名､開催場所等:

発行年､開催年又は取得年:

業績３:

著者名又は発明者名:
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